
質
問
　
高
齢
者
安
心
プ
ラ
ン
の
実
施

に
当
た
り
介
護
保
険
料
の
改
定
を
行

い
大
幅
値
上
げ
と
な
っ
た
が
、
介
護

保
険
制
度
の
現
状
と
今
後
の
課
題
は
。

答
弁
　
高
齢
者
人
口
の
増
加
で
介
護

給
付
費
の
上
昇
が
避
け
ら
れ
な
い
こ

と
か
ら
、
過
不
足
の
な
い
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
確
保
、
介
護
給
付
の
適
正
化
、

介
護
保
険
施
設
の
計
画
的
な
整
備
を

図
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

質
問
　
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
を

保
護
し
支
援
す
る
た
め
に
成
年
後
見

制
度
が
あ
る
が
、
申
立
人
が
い
な
い

認
知
症
患
者
を
救
う
手
立
て
は
。

答
弁
　
成
年
後
見
の
申
し
立
て
は
親

族
に
限
ら
れ
る
が
、
市
町
村
長
に
申

し
立
て
権
が
あ
り
、
本
市
で
は
平
成

25
年
度
９
件
、
26
年
度
４
件
、
今
年

度
は
現
在
ま
で
に
３
件
市
長
申
し
立

て
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
機
動
的

に
運
用
し
て
い
き
た
い
。

質
問
　
高
齢
化
に
負
け
な
い
た
め
に

健
康
づ
く
り
に
力
を
入
れ
る
必
要
が

あ
る
。
本
市
の
「
い
き
い
き
長
寿
社

会
憲
章
」
を
実
現
す
る
取
り
組
み
は
。

答
弁
　
い
き
い
き
運
動
教
室
、
ひ
ら

め
き
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
介
護
予

防
事
業
を
実
施
し
、
高
齢
者
の
身
体

や
精
神
機
能
の
維
持
改
善
、
社
会
と

の
交
流
に
よ
り
閉
じ
こ
も
り
を
防
止

し
て
い
る
。
ま
た
、
介
護
予
防
サ
ポ

ー
タ
ー
を
組
織
化
し
、
地
域
で
の
取

り
組
み
強
化
を
図
っ
て
い
る
。
今
後

も
介
護
予
防
の
推
進
に
努
め
て
い
く
。

質
問
　
吉
井
中
央
公
園
は
、
新
市
建

設
計
画
の
重
点
項
目
に
も
な
っ
て
い

る
が
、
進
捗
状
況
は
。

答
弁
　
進
入
路
は
用
地
買
収
が
完
了

し
て
お
り
、
建
物
な
ど
の
物
件
移
転

が
終
わ
り
次
第
、
国
道
２
５
４
号
の

取
り
つ
け
部
周
辺
の
工
事
に
着
手
予

定
で
あ
る
。
公
園
は
測
量
等
が
終
了

し
、
今
年
度
か
ら
上
下
水
道
の
移
設

工
事
を
行
い
、
用
地
買
収
も
今
年
度

か
ら
２
年
で
行
い
た
い
。

質
問
　
地
域
住
民
で
は
整
備
困
難
な

竹
林
は
、
次
年
度
以
降
も
地
元
や
地

権
者
と
の
調
整
が
整
え
ば
、
基
金
を

活
用
し
た
整
備
は
可
能
か
。

答
弁
　
竹
林
整
備
の
原
資
と
な
る
ぐ

ん
ま
緑
の
県
民
税
は
、
平
成
26
年
度

か
ら
５
年
間
実
施
さ
れ
る
。
こ
の
期

間
に
基
金
を
有
効
に
活
用
し
で
き
る

だ
け
多
く
の
場
所
が
整
備
で
き
る
よ

う
、
対
応
し
た
い
。

質
問
　
農
業
者
新
規
創
造
活
動
事
業

の
各
地
域
の
申
請
状
況
と
申
請
の
あ

っ
た
取
り
組
み
の
具
体
的
内
容
は
。

質
問
　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
事
業
の
配
置
体
制
、
及
び
今
年

度
の
取
り
組
み
状
況
と
成
果
は
。

答
弁
　
平
成
18
年
度
か
ら
２
名
、
24

年
度
か
ら
３
名
配
置
し
、
27
年
度
は

１
学
期
末
ま
で
に
33
校
で
支
援
を
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
27
年
度
に
３
人

全
員
を
拠
点
校
型
か
ら
派
遣
型
に
変

更
し
、
学
校
や
家
庭
か
ら
の
要
請
に

柔
軟
に
対
応
し
て
い
る
。
家
庭
環
境

に
関
す
る
問
題
で
不
登
校
の
事
例
で

は
、
保
護
者
と
相
談
機
関
を
つ
な
い

質
問
　
高
崎
自
然
歩
道
に
は
、
上
野

三
碑
の
金
井
沢
碑
と
山
上
碑
が
あ
る

た
め
、
世
界
記
憶
遺
産
登
録
な
ど
上

野
三
碑
の
話
題
が
増
え
る
と
と
も
に

自
然
歩
道
の
入
場
者
も
増
え
る
と
思

わ
れ
る
が
、
整
備
状
況
は
。

答
弁
　
常
に
安
全
面
に
配
慮
し
た
整

備
を
進
め
て
お
り
、
平
成
20
年
度
に

は
ル
ー
ト
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
今

後
も
下
草
刈
り
や
倒
木
の
撤
去
を
行

い
、
利
用
者
が
安
全
・
安
心
・
快
適

に
通
行
で
き
る
よ
う
整
備
に
努
め
て

い
く
。

質
問
　
榛
名
湖
畔
に
大
勢
の
ス
ポ
ー

ツ
愛
好
者
が
訪
れ
て
い
る
が
、
公
衆

ト
イ
レ
等
の
整
備
状
況
は
。
ま
た
、

要
望
と
し
て
ト
イ
レ
の
外
に
手
洗
い

用
の
蛇
口
を
設
置
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁
　
榛
名
湖
畔
に
は
市
と
県
合
わ

せ
て
10
か
所
の
公
衆
ト
イ
レ
が
あ
り
、

観
光
協
会
が
一
括
し
て
清
掃
管
理
に

当
た
っ
て
い
る
。
今
後
も
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
、
榛
名
湖
に
ふ
さ
わ

し
い
施
設
整
備
に
努
め
た
い
。

質
問
　
観
音
山
の
良
さ
を
見
直
し
多

く
の
方
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

観
音
山
の
さ
ら
な
る
観
光
振
興
策
は
。

答
弁
　
昨
年
開
館
し
た
山
田
か
ま
ち

美
術
館
や
カ
ッ
パ
ピ
ア
跡
地
に
整
備

予
定
の
観
音
山
公
園
は
多
く
の
誘
客

が
期
待
で
き
る
。
観
音
山
丘
陵
を
一

体
的
に
捉
え
点
在
す
る
観
光
資
源
を

効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
た
情
報
発
信

を
行
い
、
魅
力
づ
く
り
に
努
め
た
い
。

観音山丘陵を散策できる高崎自然歩道

自
然
歩
道
の
整
備
状
況

観
音
山
の
さ
ら
な
る
観
光
振
興
白し

ら
い
し石 

隆た
か
お夫

（
新
風
会
）

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
状
況

学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
逆さ

か
せ
が
わ

瀬
川 

義よ
し
ひ
さ久

（
公
明
党
）

介
護
保
険
制
度
の
現
状
と
課
題

認
知
症
患
者
の
成
年
後
見
制
度
後ご

か
ん閑 

賢け
ん
じ二

（
新
風
会
）

吉
井
中
央
公
園（
仮
称
）の
進
捗
状
況

緑
の
県
民
税
で
の
竹
林
整
備
飯い

い
づ
か塚 

邦く
に
ひ
ろ広

（
新
風
会
）

答
弁
　
８
月
末
で
吉
井
、
群
馬
、
榛

名
の
各
地
域
か
ら
１
件
ず
つ
の
申
請

が
あ
り
、
事
業
採
択
の
準
備
を
進
め

て
い
る
。
内
容
は
、
農
業
者
が
飲
食

業
な
ど
地
元
商
工
業
者
と
連
携
し
、

加
工
や
販
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
聞
き
な

が
ら
野
菜
や
果
樹
類
の
生
産
か
ら
加

工
、
販
売
を
進
め
る
事
業
計
画
で
、

６
次
産
業
化
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な

る
取
り
組
み
と
考
え
て
い
る
。

だ
こ
と
で
登
校
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
な
ど
、
教
育
や
医
療
、
福
祉
な
ど

で
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

質
問
　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
研
修
や
支
援
体
制
は
。

答
弁
　
県
外
や
講
師
招
聘
に
よ
る
研

修
の
参
加
や
事
案
検
討
会
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ソ

ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
１
人
で
対
応

す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
ケ
ー
ス
会

議
へ
の
参
加
や
関
係
機
関
と
の
連
携

及
び
情
報
交
換
に
も
支
援
し
て
い
る
。

質
問
　
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
の
進

捗
状
況
と
今
後
の
整
備
の
考
え
は
。

答
弁
　
小
・
中
学
校
等
の
大
便
器
数

は
、
４
７
７
４
か
所
あ
り
、
約
36
％

の
１
７
０
８
か
所
が
洋
式
と
な
っ
て

い
る
。
過
去
に
大
規
模
改
修
や
校
舎

の
改
築
が
行
わ
れ
た
学
校
で
は
洋
式

化
の
割
合
が
比
較
的
高
い
。
今
後
も

学
校
の
状
況
を
見
な
が
ら
適
切
に
進

め
て
い
く
。

まめ知識●スクールソーシャルワーカー 福祉の専門的な知識を持ち、家庭や行政、福祉施設などの外部機関と連携しながら子どもを取り巻く環境を調整する者のこと。
●高崎自然歩道 山名から小林山までの全長22キロメートルの自然歩道で、観音山丘陵の自然と触れ合いながら歩くことができる。
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各常任委員会及び都市集客施設建設調査特別委員会に
おいて、付託された議案などを審査しました。
質疑・答弁の一部を掲載します。

委員会審査
総務教育常任委員会

市民経済常任委員会

都市集客施設建設調査特別委員会

保健福祉常任委員会

建設水道常任委員会

質疑　自主防災組織の平成26年度の新設数と市全
体の設置率は。
答弁　新規設置数は、21組織である。市全体では、
265の組織が結成されており、世帯数を基にした組
織率は56.2％である。
質疑　やるベンチャー事業の参加企業数は。また、
どのくらいの教育効果があるのか。
答弁　26年度は延べ1,202か所の事業所が参加した。
生徒がこの体験を通し、働くことの意義や勤労の尊
さ、仕事の大変さを肌で感じ、自分の進路を真剣に
考える良い機会となっており、教育効果は大きいと
考えている。

質疑　ブランド商品開発事業補助金における実績は。
答弁　５団体へ補助金を交付した。米の袋のデザイ
ン開発やプラムの贈答用化粧箱のデザイン料、梨の
シールやパンフレットのデザイン開発費が主な内容
である。
質疑　中央銀座アーケードの再生を進めるために行
った地権者意向調査の結果は。
答弁　再生計画案の昭和レトロな街並みの再現につ
いては、95％の方の賛成があった。再現にあたり、
改築や改装を行うことについては、約半数の方から
協力していただけるとの回答があった。

質疑　学校施設環境改善交付金の内容と対象は。
答弁　文部科学省の交付金で、義務教育施設や幼稚
園、社会スポーツ施設などにおいて広く支援を受け
られる補助金で、今回、新体育館について交付を受
けるものである。新体育館のメインアリーナとサブ
アリーナ及び柔道場と剣道場が対象となる。

質疑　高崎文化芸術センター設計支援委託料とは。
答弁　高崎文化芸術センターの基本設計を行う際、
設計業者からの提案を詳細に検証し、専門的な舞台
技術や劇場機能について、市の意向を設計業者に適
切に伝えるための専門的な技術支援をお願いしたも
のである。

質疑　地域住民や保護者からなる運営委員会が行う
本市の放課後児童クラブにおける保護者の負担軽減
の取り組みは。
答弁　各クラブと相談しながら、簡単な会計ソフト
の導入を検討し、年度当初の委託料を約１か月早め、
運営費が不足しないよう配慮している。
質疑　犬・猫の殺処分数が他市に比べ少ないと聞く
が、その方針や取り組みの内容は。
答弁　まず、むやみに動物を引き取らない姿勢で、
徹底して飼い主を探している。収容となった動物に
ついては、新しい飼い主を探し、積極的に譲渡を行
うことで、殺処分を少なくする努力をしている。

質疑　主に除雪作業を目的として購入したミニホイ
ールローダーの活用状況は。
答弁　平成26年度は、豪雪
などの災害はなかったが、砕
石の積み下ろしなど日常業務
に活用している。
質疑　八

はち
幡
まん
霊園拡張整備事業の進捗状況は。

答弁　第１期工事は、２区画の舗装工事以外の道
路及び擁壁工事が終了した。平成27年度は墓地の
区画工事や道路舗装工事、文化財発掘調査を行い、
28年度には第１期の墓所の募集を開始できるよう
取り組む。

ミニホイールローダー

次
期
定
例
会
の
予
定

11月	30日(月) 午後		１時 開会、会期の決定、議案の提案説明など
12月	１	日(火)	〜	４日（金）午後		１時 一般質問
	 ８	日(火) 午前10時	／	午後１時30分 総務教育常任委員会／保健福祉常任委員会
	 ９	日(火) 午前10時	／	午後１時30分 市民経済常任委員会／建設水道常任委員会
	 14日(月) 午後		１時 委員長報告、提出議案等の議決、閉会
当日の受付で傍聴いただけますので、ぜひお出かけください。また、インターネットでもご覧いただけます。市議会ホームページの「議会中継」からアクセスしてご覧ください。
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